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韓

国

の

仮

面

戯

の

場
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野
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出
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（破戒僧マダンの僧と閣氏。 1978年10月6日夜，

慶照大学において）
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初
め
に
少
し
前
置
き
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

慶
慮
義
塾
の
交
換
留
学
で
、
韓
国
の
部
落
祭
、
特
に
山
神
の
調
査
の
た
め
に
延
世
大
学
へ
行
っ
た
の
は
、

一
九
七
八
年
秋
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
だ
、
語
学
の
段
階
に
あ
っ
た
私
は
、
そ
の
十
月
に
、
大
学
街
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
仮
面
劇
を
見
て
回
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
演

戯
の
具
体
的
な
意
味
は
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
。

サ
ン
シ
ン

私
の
山
神
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
韓
国
の
部
落
祭
に
つ
い
て
知
る
ほ
ど
に
深
ま
っ
た
が
、
大
学
街
の
仮
面
戯
に
つ
い
て
は
、

「
現
代
的
な

意
味
」
と
や
ら
を
聞
く
ほ
ど
に
距
た
り
を
感
じ
て
い
っ
た
。

ふ
つ
う
洞
祭
と
呼
ぶ
が
、
全
羅
道
で
は
堂
山
祭
、
忠
清
道
で
は
山
神
祭
、
慶
尚
道
、
江
原
道
で

韓
国
の
部
落
祭
は
非
常
に
多
様
で
あ
る
。

は
ソ
ナ
ン
神
、

コ
ル
メ
ギ
神
を
杷
る
ソ
ナ
ン
祭
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

-2-

祭
把
の
内
容
も
ま
た
多
彩
で
あ
る
。
単
な
る
神
木
神
岩
を
杷
る
だ
け
と
か
、
小
和
を
構
え
、
男
性
だ
け
で
簡
単
な
祭
杷
を
す
る
と
か
、
そ

ノ

ン

ア

ク

テ

ト

ン

ネ

！

パ

プ

キ

ピ

ヨ

ル

シ

ン

チ

エ

こ
に
農
楽
隊
が
加
わ
り
、
洞
内
を
嘱
し
て
廻
り
、
地
神
踏
み
を
す
る
と
か
、
さ
ら
に
、
別
神
祭
と
い
う
臨
時
の
ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

こ
う
し
た
部
落
祭
は
、

と
て
も
、
韓
国
の
人
参
採
り
の
諸
儀
礼
が
対
応
す
る
。

ほ
と
ん
ど
疑
い
も
な
く
日
本
の
山
の
神
の
諸
形
態
と
対
応
す
る
。
日
本
に
は
豊
富
な
狩
猟
儀
礼
が
あ
る
が
、

そ
れ

私
に
は
、
部
落
祭
の
対
応
と
い
う
こ
と
に
は
予
測
も
あ
っ
た
し
、
い
わ
ば
予
測
の
裏
づ
け
を
得
る
こ
と
だ
け
が
、
初
め
の
作
業
で
あ
っ
た
。

F

ン
ア
ク

し
か
し
、
私
が
大
き
く
見
落
と
し
て
い
た
の
は
、
農
楽
と
そ
れ
に
伴
う
こ
と
の
多
い
子
〈
の
面
で
あ
っ
た
。

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

元
来
、
韓
国
の
座
教
と
称
し
て
私
の
開
い
て
い
た
も
の
は
、
私
的
な
性
格
が
強
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
く
の
学
者
が
す
る
よ
う
に
、
こ
の

私
的
な
接
神
の
場
を
、
『
三
国
志
』
の
伝
え
る
馬
韓
の
蘇
塗
や
そ
の
他
、
迎
鼓
、
東
盟
、
舞
天
と
直
結
さ
せ
、

さ
ら
に
、

朝
鮮
民
族
全
体
の



ム
ラ
ま
つ
り
に
押
し
広
げ
る
考
え
方
に
は
、
私
は
抵
抗
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
に
、
韓
国
の
部
落
祭
は
、

日
本
の
〈
山
の
神
〉
の
よ
う
な
原
始
的
な
神
の
発
展
形
態
と
し
て
十
分
、
把
握
で
き
る
と
私
は
思
い

込
ん
だ
。

そ
れ
は
ど
う
も
錯
覚
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
五
年
も
の
問
、
私
は
韓
国
の
ム
ラ
で
は
な
く
、

日
本
の
山
の
神
を
見
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た。

み
も
の

そ
の
錯
覚
に
気
付
い
て
か
ら
、
私
は
、
「
十
人
と
部
落
祭
の
接
点
を
探
し
た
。
ク
ッ
と
は
、
人
々
が
集
ま
っ
て
行
な
う
見
物
、
演
劇
と
い
う
意

ム

I
ダ
シ

味
も
あ
る
が
、
元
来
は
湿
女
が
行
な
う
よ
う
な
原
始
的
な
、
歌
舞
を
伴
っ
た
儀
式
を
意
味
す
る
。

ム
l
ダ

ン

む

ら

ま

つ

り

そ
の
接
点
の
象
徴
的
な
も
の
が
〈
別
神
祭
〉
で
あ
る
。
別
神
祭
に
は
一
品
女
が
加
わ
る
。
洞
祭
が
な
お
多
く
静
か
で
男
性
中
心
で
あ
る
の
に

比
べ
、
こ
ち
ら
は
鉦
、
銅
羅
、
太
鼓
な
ど
の
農
楽
を
伴
い
、
賑
や
か
で
あ
る
。

ピ

ヨ

ル

シ

ン

チ

ェ

タ

ル

ノ

リ

し
か
も
こ
の
別
神
祭
の
中
に
は
仮
面
戯
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
、
私
は
、
渡
韓
直
後
に
見
た
仮
面
劇
の
記
憶
を
た
よ
り
に
、
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部
落
祭
の
中
に
仮
面
戯
の
場
を
据
え
る
こ
と
を
考
え
た
。

と
こ
ろ
で
、
越
東
一
は
、

ノ

ン

ア

ク

ア

ク

y

「
朝
鮮
後
期
の
仮
面
劇
と
民
衆
意
識
の
成
長
」
の
中
で
、
仮
面
劇
が
農
楽
隊
の
豊
年
「
十
人
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
す
で
に
述
べ
て
い
る

（
『
仮
面
劇
と
マ
ダ
ン
劇
』
東
京
、

一
九
八
二
、
所
収
）
。

私
は
こ
の
説
に
ほ
ぼ
同
意
す
る
。

韓
国
の
仮
面
戯
は
、

む
ら
ま
つ
り

一
五
、
農
村
の
洞
祭
の
中
で
育
く
ま
れ
、

ム
ラ
と
い
う
場
に
見
ら
れ
る
人
物
を
巧
み
に
類
型
化
し
、

一
方
で
は
、
十
八

世
紀
以
降
、
商
業
都
市
と
い
う
場
の
中
に
は
い
り
込
ん
で
、
道
化
に
よ
る
抵
抗
、
調
刺
と
い
う
現
代
性
を
鋭
く
し
て
い
っ
た
。

組
東
一
は
前
引
の
論
文
の
中
で
、
こ
の
間
の
こ
と
を
〈
農
村
仮
面
劇
〉
と
〈
都
市
仮
面
劇
〉
と
い
う
表
現
で
記
述
し
た
。
以
下
の
論
述
の



中
で
も
し
ば
し
ば
こ
の
用
語
を
借
用
し
た
ー
ー
と
は
い
え
、
都
市
仮
面
劇
と
概
括
さ
れ
た
仮
面
戯
の
中
に
も
、
部
落
の
山
神
祭
に
続
い
て
行

ス
l
ヨ
ン
ヤ
ュ
！

な
わ
れ
る
水
営
野
遊
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
こ
の
分
類
は
ひ
と
つ
の
目
安
に
留
ま
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
を
含
め
て
、
私
は
、
仮
面
戯
の
場
に
つ
い
て
記
し
、
親
し
い
友
だ
ち
の
聞
に
同
覧
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際
、
仮
面
戯
の
行

な
わ
れ
た
場
を
、
第
一
に
は
、
主
と
し
て
歴
史
的
に
記
述
し
、
第
二
に
は
、
そ
れ
を
現
実
の
空
間
に
据
え
た
。
以
下
に
、
慶
尚
北
道
安
東
郡

豊
川
面
河
田
畑
、
の
仮
面
戯
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
は
そ
の
第
二
の
部
分
で
あ
る
。

第
一
の
部
分
は
、
分
量
の
関
係
で
ほ
ぼ
省
略
し
た
。
右
の
前
置
き
で
そ
の
一
端
を
記
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、

か
え
っ
て
わ
か
り
に
く
く

な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
参
考
ま
で
に
、
韓
国
の
仮
面
戯
の
分
布
を
図
示
し
て
お
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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十
ク
ト
ン
ガ
ン

河
回
と
い
う
地
名
は
、
慶
尚
道
を
醗
貫
す
る
大
河
洛
東
江
の
上
流
で
、
河
水
が

S
字
形
に
迂
廻
す
る
所
に
村
が
位
置
し
た
こ
と
に
由
る
と

、h
h
ノ。

、U
河
回
洞
の
ム
ラ
ま
つ
り
は
旧
正
月
十
五
日
と
旧
四
月
八
日
に
行
な
わ
れ
て
い
て
、

ふ
つ
う
〈
渦
祭
〉
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
日
本
語
の
ム

ラ
ま
つ
り
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

ハ
ー
フ
エ
ド
L

ピ
ヲ
ル

j
L
ク

ノ

ピ

ヨ

ル

ソ

J

ン
チ
ユ

河
回
洞
で
別
神
「
十
人
と
か
別
神
祭
ま
た
は
祷
神
祭
と
呼
ば
れ
る
臨
時
の
ま
つ
り
は
、

旧
暦
の
十
二
月
末
日
か
ら
準
備
が
始
ま
り
、

旧
正
月
の

十
五
日
に
終
わ
る
。

こ
の
間
仮
面
戯
を
演
ず
る
者
た
ち
は
〈
広
大
〉
と
呼
ば
れ
る
。
広
大
と
は
、

仮
面
戯
、

パ
ン
ソ
リ

（
朝
鮮
朝
時
代
の
大
衆
的
な
物
語
歌
、

レ
よ
ノ
＼
、

ま
た
と
ん
ぼ
返
り
、
逆
立
ち
な
ど
と
い
う
軽
業
を
も
行
な
う
役
者
と
考
え
れ
ば

そ
の
発
生
は
高
麗
時
代
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
河
凶
洞
の
〈
広
大
〉
は
職
業
的
な
役
者
で
は
な
く
、
ふ

は
も
ち
ろ
ん
、
綱
渡
り
だ
と
か
、
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浪
花
節
の
よ
う
な
も
の
）

だ
ん
は
普
通
の
農
民
、

河
田
洞
は
一
九
五
七
年
現
在
、
戸
数
二
二

O
戸
、
人
口
、

い
わ
ゆ
る
〈
常
民
〉
で
あ
っ
た
。

一二

O
O、
「
州
民
の
大
部
分
は
柳
氏
を
名
北
口
り

主
に
農
業
で
暮
ら
し
て
い

る
」
（
崖
常
寿
、
『
河
回
仮
面
劇
の
研
究
』
）
。

」
こ
に
は
、
土
地
の
来
歴
を
締
約
し
た
僅
諺
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
許
氏
の
敷
地
は
、
安
氏
の
邸
宅
と
な
り

そ
れ
が
柳
氏
の
繁
栄
の

場
に
な
っ
た
」
（
許
氏
叶
社
刊

安
氏
門
前
叶

柳
氏
杯
盤
叶
）

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
許
氏
、
安
氏
の
後
を
受
け
て
、
朝
鮮
朝
の
初
葉
ご
ろ
か
ら
、
両
班
で
あ
る
柳
氏
が
こ
の
地
に
住
み
、
広
大
た
ち
を
物
質
的
に

支
え
た
と
思
わ
れ
る
。
両
班
と
は
儒
教
思
想
を
堅
持
し
た
読
書
階
級
で
あ
り
、
広
大
た
ち
の
民
俗
戯
の
世
界
に
直
接
参
与
す
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は
体
面
上
で
き
な
い
。
し
か
し
、
徐
淵
美
は
記
し
て
い
る
。
河
田
の
別
神
「
十
人
に
は



柳
氏
内
の
間
接
的
な
参
与
を
見
の
が
す
こ
と
が
で
き
ず
（
広
大
た
ち
は
金
持
ち
の
家
に
招
待
さ
れ
、

あ
そ
び
、

ま
た
多
く
の
援
助
を
受
け

る
。
そ
し
て
ま
た
、
柳
氏
た
ち
は
広
大
ら
が
ふ
だ
ん
着
る
服
と
帽
子
を
作
っ
て
提
供
す
る
）
：
：
：

（
徐
淵
美
「
河
回
タ
ル
チ
ュ
ム
の
演
劇
的
構
造
」
、
『
伝
統
社
会
斗
民
衆
芸
術
』
、

一
九
八

O
、
ソ
ウ
ル
。
所
収
）

と
い
う
。

別
神
祭
に
用
い
る
仮
面
は
、
神
聖
視
さ
れ
て
い
て
、
ま
つ
り
以
外
の
時
に
は
被
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ふ
だ
ん

ト

ン

サ

は
、
洞
舎
（
集
会
所
）
に
保
管
さ
れ
て
い
て
、
植
か
ら
取
り
出
す
と
き
に
は
、
ま
つ
り
の
主
宰
者
で
あ
る
山
主
が
政
い
の
儀
礼
を
行
な
う
。

「
仮
面
を
み
だ
り
に
取
り
扱
う
と
、
変
怪
が
生
じ
る
と
住
民
た
ち
は
恐
れ
て
い
る
」
と
、
柳
漢
尚
は
述
べ
て
い
る
（
一
九
五
九
、
「
河
田
仮
面

舞
劇
台
詞
」
）
。

別
神
祭
の
準
備
は
十
二
月
の
末
日
か
ら
始
ま
る
。
山
主
は
先
ず
不
浄
の
な
い
大
工
を
選
び
、
堂
山
で
ソ
ナ
ン
棒
と
ソ
ン
ジ
ュ
棒
（
ま
た
は

降
神
棒
）
を
準
備
す
る
。
そ
れ
は
長
さ
そ
れ
ぞ
れ
、
日
！
日
メ
ー
ト
ル
、
日
ー
8
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
竹
の
棒
で
あ
る
。

サ

ン

チ

ユ

ム

l
ダ
ン

正
月
二
日
の
朝
、
山
主
と
一
血
女
と
広
大
た
ち
十
五
、
六
人
が
、
ソ
ナ
ン
堂
（
上
堂
）
に
集
ま
り
、
祭
需
を
調
え
て
、
居
並
ぶ
。
堂
の
前
に

-6-

は
、
ソ
ナ
ン
棒
と
ソ
ン
ジ
ュ
棒
が
立
て
ら
れ
る
。
ソ
ナ
ン
棒
に
は
五
色
の
布
切
れ
と
神
鈴
が
つ
い
て
お
り
、

ソ
ン
ジ
ュ
棒
の
方
に
は
五
色
の

布
切
れ
だ
け
が
つ
け
ら
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
、
降
神
を
行
な
う
。
神
が
降
り
る
と
鈴
が
鳴
り
出
し
、
同
時
に
広
大
た
ち
は
、
楽
を
奏
で
な
が
ら
、
麻
を
巻
き
つ
け
た

ク

ク

サ

ダ

ン

（

註

）

①

二
本
の
神
竿
を
肩
に
担
い
で
下
山
す
る
。
途
中
、
天
神
を
祭
る
と
い
う
村
の
国
師
堂
、
三
神
堂
な
ど
に
立
ち
よ
り
、
そ
の
神
々
に
も
楽
を
奏

上
し
、
次
い
で
洞
舎
の
前
に
来
て
、
神
竿
を
立
て
る
と
、
い
よ
い
よ
別
神
「
十
人
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
旧
正
月
の
初
め
か
ら
十
五
日
の
晩
ま
で

サ

ン

チ

ユ

ク

ワ

ン

デ

山
主
や
広
大
た
ち
は
家
に
も
戻
ら
ず
に
洞
舎
で
共
同
生
活
を
送
る
。



サ
ム
ノ
ン
ダ
〉

一
方
、
こ
の
間
、
広
大
た
ち
は
毎
朝
、
神
竿
を
か
つ
い
で
、
三
神
堂
や
家
々
を
経
め
ぐ
り
な
が
ら
乞
粒
を
す
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
ソ
ナ

舞
台
は
二
カ
所
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ン
神
の
遊
幸
の
な
い
時
に
、
仮
面
戯
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ふ
つ
う
夕
刻
か
ら
始
ま
り
、
晩
遅
く
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

一
つ
は
洞
舎
の
前
庭
に
特
設
し
た
神
壇
の
前
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ソ
ナ
ン
神
を
山
か
ら

マ

ダ

ン

タ

ル

ノ

リ

洞
内
に
迎
え
て
き
た
日
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
正
月
二
日
か
ら
、
各
科
場
に
分
か
れ
た
仮
面
戯

が
行
な
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
の
舞
台
は
、
山
上
の
ソ
ナ
ン
堂
の
前
庭
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

正
月
二
日
、
神

を
迎
え
る
と
き
と
、
正
月
十
五
日
、

ソ
ナ
ン
神
を
山
上
に
送
り
返
す
と
き
に
、
主
に
舞
楽
が

（
註
）
②

行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
を
「
本
然
の
仮
面
戯
」
と
い
う
（
以
上
、
前
引
、
崖
常
寿
）
。

（
註
）
①
柳
漢
尚
は
、
三
神
堂
で
は
、
桓
図
、
桓
雄
、
檀
君
を
祭
る
と
い
う
が
、
近
年
の
金
宅
主
の

報
告
で
は
、
た
だ
の
け
や
き
の
木
で
産
神
と
し
て
の
老
婆
神
を
肥
る
の
だ
と
い
う
。

（
註
）
②
以
上
、
舞
台
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
桂
常
寿
に
よ
っ
て
記
述
し
た
。
一
方
、
金
宅
主
、
成

灼
轄
の
報
告
に
よ
る
と
、
肱
彬
げ
ノ
リ
の
準
備
は
、
十
二
月
十
五
日
、
山
主
が
坊
庇
堂
の
前
で

神
意
を
伺
う
こ
と
に
始
ま
り
、
こ
れ
が
決
定
す
れ
ば
、
十
二
月
二
九
日
か
ら
本
格
的
な
準
備

に
は
い
る
と
い
う
。
当
然
、
こ
の
と
き
か
ら
、
山
主
、
広
大
、
一
品
女
は
洞
民
た
ち
に
食
事
を

世
話
さ
れ
な
が
ら
、
共
同
生
活
に
は
い
る
。

な
お
、
右
の
報
告
書
に
よ
り
、
洞
舎
の
略
図
を
記
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

門
川
〕

（
焚
さ
U
」

（焚さ iI) 

十f~
ノ）

！日jr＿；；大の
;';[;J云

I！正き口）

（北［t1J~〆）’izJ 

ソナンt乍
亡＝＝二コ
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ピ
ヨ
ル
シ
ン
ク
ツ

別
神
「
十
人
の
台
本
の
記
述
で
は
、

一
九
八
二
年
現
在
、
次
の
四
縄
類
が
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る

日

l
U頁
、
第
一
表
参
照
）
。

ω崖
常
寿
『
河
凹
仮
面
劇
斗
研
究
』
（
ソ
ウ
ル

一
九
五
九
）

側
柳
漢
尚
「
河
回
別
神
仮
面
舞
劇
台
詞
」
（
『
国
語
国
文
学
』
通
巻
却
号
、

一
九
五
九
）

的
判
李
宰
戸
「
河
回
別
神
仮
面
舞
劇
台
詞
」
（
『
韓
国
文
学
』
通
巻
初
号
、

励
金
宅
圭
、
成
畑
結
「
河
回
別
神
子
〈
昔
叶
調
査
報
告
」
（
一
九
七
八
）

一
九
七
五
）

（
註
、
以
下
の
本
文
に
お
い
て
は
、
右
の
諸
本
を
指
し
て

ω働
制
仰
の
略
号
を
用
い
る
。
）

こ
の
ほ
か
に
も
、
米
錫
夏
の
著
書
『
韓
国
民
俗
考
』
（
一
九
六

O
）
所
収
論
文
と
か
、
李
杜
鉱
の
研
究
書
『
韓
国
仮
面
劇
』
（
一
九
六
九
）
な

- 8ー

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
場
の
考
察
と
い
う
範
囲
内
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
適
宜
参
考
に
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

右
の
四
種
類
の
記
述
そ
れ
ぞ
れ
の
採
録
の
経
過
、
特
色
を
簡
単
に
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

4
ず一

M

F

A

ωは
内
容
の
紹
介
と
い
っ
た
趣
が
あ
り
、
具
体
的
な
才
談
（
必
り
）
を
逐
一
、
採
録
し
て
は
い
な
い
が
一
九
五

0
年
代
の
記
録
と
し
て
貴

重
な
も
の
で
あ
る
と
私
は
思
う
。

お

や

じ

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
別
神
安
全
体
は
、
①
閣
氏
と
僧
、
②
両
班
と
下
人
、
学
者
と
妄
、
③
婆
さ
ん
と
令
監
、
④
チ
ュ
ジ

ベ
ク
チ
ヨ
ン

い
、
⑤
白
丁
の
屠
牛
、
の
五
科
場
に
分
け
ら
れ
る
。

舗
は
河
回
洞
在
住
者
と
し
て
の
採
集
と
い
う
特
色
を
持
つ
。
こ
の
台
本
に
よ
る
と
、
河
回
仮
面
戯
は
、

ン

ピ

サ

リ

A

サ

リ

③
サ
ム
ソ
ク
あ
そ
び
、
④
破
戒
僧
、
⑤
両
班
、
学
者
⑥
日
々
の
暮
ら
し

獅
子

の
争

①
降
神
、

②
チ
ュ
ジ

（
獅
子
）
、

⑦
殺
生

⑧
還
財
（
借
金
返
済
）

⑨
婚
礼

⑩
新
一
房
（
初
夜
）



⑬
寸
項
、
社
「
十
人
（
道
の
あ
そ
び

⑫
堂
祭
の
十
二
科
場
に
分
け
ら
れ
る
。

ム
l
ダ
ン

こ
の
う
ち
、
③
に
つ
い
て
は
、
広
大
た
ち
が
行
な
う
の
で
は
な
く
、
一
品
女
が
、
兎
の
よ
う
に
耳
の
立
っ
た
仮
面
を
作
っ
て
被
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
踊
り
を
し
た
と
い
う
が
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
働
の
⑩
に
お
い
て
、
新
郎
が
寝
入
る
と
、
そ
の
の
ち
、
植
か
ら
僧
が
現
わ
れ
て
新
郎
を
殺
す
。
こ
れ
は
他
の
台
本
に
は
な
い
も
の

で
、
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

。
は
、
倒
に
基
づ
い
て
、
内
容
を
補
充
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
類
は
倒
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

冒－
J

－、

手
J

争

J

一
箇
所
、
第
六

科
場
殺
生
、
第
七
科
場
日
々
の
暮
ら
し
は
、

と
、
ま
た
、
⑥
の
中
で
、
婆
さ
ん
の
歌
う
民
謡
が
機
織
り
歌
の
代
わ
り
に
、

に
、
こ
の
民
謡
に
は
、
婆
さ
ん
の
経
て
き
た
一
生
が
よ
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
は
タ
ル
ノ
リ
の
中
に
婆
さ
ん
が
登
場
し

つ
ま
り
、
婆
さ
ん
は
、

順
が
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
。

制
に
お
い
て
は

側
と
同
様
に
、

⑧
還
財
が
独
立
し
て
い
る
こ

採
録
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

徐
淵
美
も
一
士
一
口
う
よ
う

-9-

て
く
る
過
程
を
暗
示
も
し
て
い
る
。

一
人
称
の
神
歌
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
登
場
人
物
と
化
し
て
い
く
の
で

あ
る
。最後

に
倒
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
李
日
日
照
と
い
う
、

一
九
二
八
年
に
、
実
際
に
閣
氏
耐
を
被
っ
た
演
者
の
証
言
を
基
に
し
て
記
さ
れ
た
、

最
も
新
し
く
、

か
つ
詳
細
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

ピ

ヨ

ル

ン

ン

リ

倒
に
よ
る
と
、
こ
の
あ
そ
び
は
〈
別
神
あ
そ
び
〉
と
い
い
、

「
舞
童
」
か
ら
始
ま
っ
て
「
両
班
、
学
者
」
ま
で
と
い
う
が
、
こ
れ
も
、
時
に
応
じ
て
、

そ
の
各
場
面
は

や場？
で
は
な
く
、

マ
M
F

・J
〈
場
〉
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
本
来
マ
ダ
ン
と
称
す
べ
き
も
の
は

た

と
え
ば
、
各
家
庭
の
招
き
に
応
じ
て
演
ず
る
場
合
に
は
、
適
宜
省
略
さ
れ
も
し
た
と
い
う
。

②
舞
童
の
場
③
獅
子
の
場

倒
に
よ
っ
て
、
整
理
し
て
み
る
と
、
別
神
ノ
リ
は
、
①
降
神

④
白
丁
の
場

⑤
婆
さ
ん
の
場

⑥
破
戒



僧
の
場

ホ
Y
4
7

コ
ン
コ
リ
ク
ソ
ノ

の
場
⑬
司
社
オ
、
司
「
十
人
（
道
の
あ
そ
び
）
に
分
け
ら
れ
る
。

倒
は
他
の
諸
本
、
中
で
も
倒
に
比
べ
て
異
な
る
点
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
②
の
舞
童
は
倒
に
お
い
て
の
み
独
立
し
て
お
り
、
ま
た
、
⑨
⑩

⑦
両
班
、
学
者
の
場

⑧
堂
祭

⑨
婚
穫
の
場

⑩
新
房
（
初
夜
）

の
婚
種
、
新
一
房
は
観
客
に
は
よ
く
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
種
の
秘
儀
で
あ
っ
た
と
い
う
。

同
仰
の
台
本
の
成
立
が
ご
く
最
近
で
あ
る
た
め
に
、
河
回
仮
面
戯
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
同
の
台
本
に
よ
る
研
究
、
紹
介
が
多
く
行
な
わ
れ

そ
う
で
あ
る
。
後
の
二
書
は
日
本
語
訳
も
出
て
お
り
、
結
局
、

て
き
た
。
た
と
え
ば
、
李
杜
鉱
『
韓
国
の
仮
面
劇
』
、
『
韓
国
民
俗
学
概
説
』
の
李
杜
鉱
執
筆
部
分
、
丙
庸
海
『
韓
国
の
人
間
国
宝
』
な
ど
が

日
本
人
の
研
究
者
の
間
で
は
、
河
田
の
仮
面
戯
と
い
え
ば
、
倒
の
も
の
に
拠

る
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
私
は
、
徐
論
文
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
も
、
私
な
り
に
四
種
の
台
本
を
対
照
し
て
み
て
、

と
こ
ろ
で
、
前
に
掲
げ
た
徐
淵
臭
の
論
文
は
、
右
の
四
種
の
台
本
を
対
照
さ
せ
つ
つ
演
劇
論
と
し
て
、
な
か
な
か
手
際
よ
く
整
理
し
た
も

マ

ダ

ン

タ
ル
ノ
リ
の
各
科
場
を
検
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討
し
よ
う
と
思
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
台
本
ご
と
の
分
類
、
そ
の
場
面
の
特
色
を
表
に
す
る
と
、
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
（
日

i
U頁
参
照
）
。

ル

ゾ

ン

チ

ヱ

む

ら

ま

つ

り

ア

ナ

ド

ン

降
神
の
儀
礼
は
、
別
神
祭
は
も
ち
ろ
ん
洞
祭
に
お
い
て
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
慶
尚
北
道
高
霊
郡
の
安
和
洞
で
は
、
旧
正
月
の

先
ず
第
一
に
、

六
日
に
、
壮
年
の
男
た
ち
が
村
の
中
ほ
ど
の
路
上
に
出
て
、
竹
竿
を
手
に
神
が
降
り
る
の
を
待
っ
た
。
そ
の
問
、
農
楽
を
奏
で
、
酒
を
竹
竿

の
元
に
浴
び
せ
、
竹
竿
が
ひ
と
り
で
に
動
き
出
す
ま
で
待
ち
続
け
る
。

制
に
よ
る
と
、

ソ
ナ
ン
堂
に
お
け
る
山
主
と
広
大
た
ち
の
降
神
祈
時
に
．
凪
女
が
参
加
し
て
、
呪
一
歌
を
唱
え
て
い
る
。
韓
国
の
他
地
方
に
も

よ
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
呪
歌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



第

表

②
両
班
・
下
人
・
学
者
と
妻

チ
ョ
レ
ン
イ
は
両
班
を
愚
弄
し
、

ソ
ン
ピ
は
ぶ
ざ
ま
に
プ
ネ
の
あ
と

を
追
い
か
け
ま
わ
す
。

両
班
が
プ
ネ
に
ほ
れ
て
口
づ
け
を

す
る
。

お
や
じ

③
婆
さ
ん
と
令
監

腰
に
チ
ョ
ッ
パ
ッ
ク
（
し
ゃ
く
し

の
代
用
品
）
を
さ
し
て
杖
を
つ
い

た
婆
さ
ん
。

(B) 
柳

漢

尚

本

②
チ
ュ
ジ
（
獅
子
）

広
大
二
人
が
手
に
面
を
持
っ
て
出

て
踊
る
。

③
サ
ム
ソ
ク
あ
そ
び

兎
の
面
を
つ
け
た
思
女
の
踊
り

（
採
録
不
十
分
）

宰

p 

制
金
宅
圭
・
成
期
稽
本

- 11 -

(C) 
李

④
降
神

一
品
女
に
よ
る
呪
文
。

②
チ
ュ
ジ
（
獅
子
）

子
供
の
な
い
婦
人
た
ち
が
下
着
を

脱
い
で
投
げ
、
チ
ュ
ジ
が
そ
れ
を

く
わ
え
て
行
き
ソ
ナ
ン
棒
の
と
こ

ろ
へ
行
く
（
子
が
授
か
る
て

一

ω雀
常

寿

本

一

（
参
考
）
正
月
二
日
は
、
ソ
ナ
ン
一

堂
の
前
で
、
「
本
然
の
仮
面
戯
」
、
一

こ

こ

で

降

神

。

一

①

閣

氏

と

僧

一

①

降

神

黄
色
の
チ
ョ
ゴ
リ
、
桃
色
の
チ
マ
一
ソ
ナ
ン
一

を
き
た
閣
氏
と
僧
に
よ
る
交
わ
り
一
く
る
と
い
い
、
争
っ
て
服
を
か
け

の

黙

劇

。

る

。

同⑧
上サ
ム
ソ

ク
ノ
ノレ

ム

（
＊
）
ロ
月
日
日
、
神
意
を
う
か
が
い

別
神
ノ
リ
を
す
る
と
き
に
は
、
ロ
月
mu

日
か
ら
本
格
的
な
準
備
に
は
い
る
。

①
降
神
（
ロ
月
末
日
）

ソ
ナ
ン
棒
に
村
人
が
服
や
銭
を
付
け
る

（
福
を
得
る
と
い
う
）
。

仮
面
を
用
い
な
い
の
で
マ
ダ
ン
と
は
一
一
一
一
口

い
に
く
い
。
瓜
一
堂
は
参
加
し
な
い
。

②
舞
童
（
以
下
⑦
ま
で
が
マ
ダ
ン
）

こ
こ
で
閣
氏
は
仮
面
を
つ
け
る
。
閣
氏

が
乞
粒
牌
の
ひ
と
り
と
な
り
、
他
の
広

大
の
一
車
に
乗
っ
て
踊
り
を
踊
る
。
一

③
チ
ュ
ジ
（
獅
子
）

竜
の
頭
、
虎
の
体
の
鬼
神
の
踊
り
と
も

お
す
め
す
の
獅
子
の
踊
り
と
も
、
婚
の

争
い
と
も
い
う
。

チ
ョ
レ
ン
イ
（
道
化
）

の
獅
子
を
追
い
払
う
。



一
④
チ
ュ
ジ
（
獅
子
）
の
争
い

一
チ
ョ
レ
ン
イ
（
道
化
）
が
現
わ
れ

一
一
匹
の
獅
子
を
追
い
払
う
。

↑
一
戸
。
白
丁
の
屠
牛

一
女
の
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
を

一
か
ぶ
っ
た
牛
。
白
了
が
手
に
斧
を

↑
持
っ
て
出
て
、
殺
す
ま
ね
を
し
な

一
が
ら
、
踊
り
つ
つ
、
観
衆
と
や
り

と
り
を
す
る
。

は白（？ リ婆 i:__()J い丸た伎⑤ くイげつ抱閣④
人丁殺 ；：：：さ日句 。を、 k flllit 。、るてく氏岐
をが生 五ん々：： め白の班ノ 両。か僧の戒
殺牛 主のの くや丁性、 班以ら、小僧
すを 弘は暮ム りの格学己 、上、僧使
iJ.ii殺 さきたらサ 、持の者γ 学はこはし
戯す と織しリ ｜可つプ 者黙れ閣た
も出 のり 庇てネ 、劇を氏所
。戯 身歌 、きを ｜止。背との

世。 学ため 俗チ負と土
以 打ト 者牛ぐ をヨつもを
前 鈴ク ののり なレてにか
に 。タ 争宰ま げン逃踊き

録は ('jl 悪す斧（6) 両ん両（弓 う閣④
、た日 態，，~；と殺 班が班 i品j 。氏破
婆織々 を早万生 た介、班 数と戒
りの つ J を ち入学、 え僧僧

t主
ん歌暮 く I両持 は。者学 歌は
ののら 。託つ 愚 、者
一代し 去た 弄プの を
生り ~~ ~1 さネ白 き
。に 之 I れの慢 き
民 ~'4 が る間ご
謡 ヂ牛 。につ i欣
を 与を 婆こ も
採三殺 さ 歌

たの道うプ（C)(j'1 レをネ閣（6) 観婆（亘J 金か白心牛④
ち宰化工ネの両 ンかは氏破 客さ婆； をけ丁臓の白で
は丸の（は⑥班イき伎で戒 とんさー もあはと角 ・r',
愚を活両と、が抱女は僧 ののん らい両軍に
二汗め躍班同学J 証く、な 間歌 うを班丸突
さぐ。、じ者r 人僧プく に（C) こしたをか
れる白学く と、ネプ やの となち取れ
る争 T 者、 な以のネ り？ もがをりる
。いのと婆 る上小が とと すら愚出
、持関さ 。は便僧 りほ る観弄す牛
同つ係ん 黙しの 。ぼ 。客す。を
時てをが 劇た相 同 たる殺
にき持介 。所手 じ ち。し
両たつ入 チの。 。 かま て
班牛。。 ヨ土プ らた
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⑧
還
財

一
（
採
録
不
十
分
）

⑨
婚
瞳

福
を
授
か
る
と
い
う
の
で
、
人
々

は
婚
趨
式
用
の
席
を
持
っ
て
く

る。⑩
新
房

閣
氏
の
間
男
で
あ
る
僧
が
新
郎
で

あ
る
チ
ョ
ン
ガ
を
殺
す
。

⑪
ホ
ッ
チ
ョ
ン
ク
ッ

び）旧
正
月
十
五
日
、
鬼
神
の
侵
入
を

防
ぐ
、
広
大
た
ち
は
奏
楽
と
踊

・
れ
ソ
。

（
道
の
あ
そ

⑧
還
財

（
採
録
不
十
分
）

⑨
婚
鵡

同
閣
の
⑨
と
同
じ

一湖、新一局

⑨
品
川
一
は
黙
劇

⑪
ホ
ッ
チ
ョ
ン
ク
ッ

び）一
品
女
の
呪
文
が
あ
る

旧
正
月
十
五
日

（
道
の
あ
そ

⑧
堂
祭

旧
正
月
十
五
日
、
朝
十
時
ご
ろ
か
ら
夕

方
ま
で
、
山
主
ほ
か
不
浄
の
な
い
者
が

参
与
。
柳
氏
は
不
参
加
、
焼
紙
、
見
物

人
は
堂
の
ま
わ
り
に
い
る
。
広
大
た
ち

は
そ
こ
を
農
楽
を
し
て
ま
わ
る
。

⑨
婚
瞳

晩
の
八
、
九
時
ご
ろ
、
人
々
は
帰
り
出

す
。
閣
氏
と
青
広
大
の
婚
閥
、
秘
儀
の

性
格
。

初⑩
夜新Z
の房二
性
行
為

⑮
ホ
ッ
チ
ョ
ン
コ
リ
ク
ッ

び）旧
正
月
十
五
日
、
本
来
、
村
の
入
口
の

外
で
行
な
う
が
、
時
に
は
、
ソ
ナ
ン
堂

の
下
や
空
地
で
行
な
う
。

亙
女
1
名
、
男
親
3
名
に
よ
り
行
な
わ

れ
る
。

広
大
は
参
加
し
な
い
。

（
道
の
あ
そ

-13-



l一一 ン公

神~
の；z

で旧
「正
本月
然十
の五
仮日
面も
戯ソ
~ナ

⑫

主

本

一

⑫

堂

祭

旧
正
月
十
五
日
、
子
正
（
午
前
零
一
倒
の
仰
と
同
じ

時
）
に
上
堂
（
ソ
ナ
ン
堂
）
に
あ
一

が
り
神
竿
を
奉
納
、
次
い
で
、
国
↑

師
堂
、
三
神
堂
と
巡
り
、
祭
事
を
一

終

了

。

一

ソ

ナ

ン

ニ

ム

チ

ヨ

ナ

ン

－

一

ム

ハ

l
フ
ヱ
ド
ン

安
東
の
城
陸
様
／
八
道
江
山
の
城
陸
様
／
五
方
地
神
の
天
陸
様
／
河
田
洞
、
戊
辰
生
ま
れ
の
城
陸
様
、

タ
ロ
タ
リ
タ
リ
ロ
、

タ
ロ
リ
タ
ロ

リ

ロ
マ
ハ
、

ハ
ド
ラ
ム
、

ハ
、
ド
ラ
ム
、

ハ
ド
ラ
ム
、

タ
リ
ロ
、

ロ
マ
ハ
、

タ
リ
ロ
ン
、
テ
ィ
ロ
リ
、
テ
ィ
ロ
リ

戊
辰
生
の
正
月
に

別
神
ク
ッ
に

奉
仕
し
ま
す
に
、
降
り
て
く
だ
さ
い

お
降
り
く
だ
さ
れ

ス
ル
ス
リ
、
降
り
て
く
だ
さ
い
、
域
限

- 14ー

棒

降
り
て
く
だ
さ
い
：
：
：

ω

チ

ヤ

ン

グ

チ

ン

プ

ヲ

メ

グ

ム

l
ダ
ン

こ
の
の
ち
、
腰
鼓
、
銅
鐸
、
太
鼓
、
鉦
の
嚇
に
合
わ
せ
て
、
亙
女
は
腹
ば
い
に
な
り
、
拝
礼
を
す
る

ω。

こ
れ
は
他
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
仰
の
註
記
に
よ
る
と
、
一
品
堂
で
は
な
く
、
山
主
が
即
興
的
に
降
神
を
祈
り
、

そ
こ
に
「
一
品

堂
は
参
加
し
な
い
」
。

。
で
は
、
十
二
月
末
日
、

』
中
々
J

問
、
村
人
た
ち
は
、
福
を
招
く
と
い
っ
て
、
服
や
銭
を
ソ
ナ
ン
棒
に
掛
け
る
。
ま
た
、

大
の
肩
に
乗
り
、
膝
を
折
り
曲
げ
て
踊
り
を
す
る
。
こ
れ
を
舞
童
と
い
う
。

降
神
の
後
、

山
主
以
下
が
下
山
す
る
。

そ
の
途
中
、

ヲ
ワ
ン
．
テ

広
大
の
農
楽
隊
に
よ
る
道
で
の
群
楽
が
見
ら
れ
、
そ
の

ま
だ
仮
面
を
着
け
て
い
な
い
〈
閣
氏
〉
が
、
他
の
広



舞
童
と
は
、

コ
ツ
ヲ
y
プ

ハ

l
フ

エ

タ

ル

ノ

リ

一
万
々
、
乞
粒
の
輩
が
肩
に
子
供
を
載
せ
て
、
舞
い
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
河
回
の
仮
面
戯
で
は
、
倒
が
特
に
舞
童
を
一
つ

の
独
立
し
た
場
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
観
客
の
参
加
を
か
き
立
て
る
格
好
の
場
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
場
で
閣
氏
広
大
は
高

麗
時
代
の
製
作
と
い
わ
れ
る
独
特
な
娘
の
面
を
着
け
、
観
客
に
対
し
、
喜
捨
と
い
う
形
で
の
あ
そ
び
へ
の
参
加
を
促
す
か
ら
で
あ
る
。

河
回
の
閣
氏
は
村
の
ソ
ナ
ン
神
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
村
で
は
、
戊
辰
生
ま
れ
の
義
城
金
氏
と
い
う
実
在
し
た
娘
が
、
十
五
歳
の

ウ
オ
ル
エ

時
、
月
涯
か
ら
嫁
い
で
幾
日
も
経
た
ず
に
、
夫
に
死
別
し
、
子
供
も
産
め
ず
に
、
恨
多
く
し
て
死
ん
で
ソ
ナ
ン
神
に
な
っ
た
と
い
う
。

河
回
の
仮
面
戯
で
は
、
ど
の
台
本
に
お
い
て
も
、
女
性
と
し
て
、
閣
氏
、
プ
ネ
、
婆
さ
ん
の
三
種
の
人
物
が
登
場
す
る
。
閣
氏
は
本
来
、

結
婚
し
た
女
性
の
呼
称
で
あ
る
が
、
こ
の
仮
面
戯
で
は
聖
処
女
あ
る
い
は
未
婚
の
厄
女
の
面
影
を
持
ち
、

ω同
抑
制
仰
に
お
い
て
は
終
始
無
言
で

あ
る
。
僧
侶
が
見
惚
れ
て
、
閣
氏
の
小
便
の
か
か
っ
た
土
の
臭
い
を
映
ぐ
と
い
う
行
為
は
、
非
常
に
本
能
的
な
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

し

-15-

ろ
い
ろ
な
解
釈
を
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
結
局
は
、

や
が
て
起
こ
る
交
接
の
暗
示
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
う
。

僧
は
堕
落
す
る
こ
と
で
、
観
客
の
瑚
笑
と
驚
き
を
惹
き
起
こ
す
が
、

そ
れ
を
高
麗
時
代
の
僧
侶
の
世
俗
化
と
だ
け
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

。
の
④
破
戒
僧
の
場
で
は
、
僧
は
閣
氏
と
互
い
に
口
を
き
き
、
語
り
調
の
数
え
歌
も
歌
う
。
倒
。
の
⑩
新
一
房
の
場
で
は
、
何
か
非
常
に
古

い
観
念
を
帯
び
て
、
僧
が
暗
閣
の
植
の
中
か
ら
現
わ
れ
て
く
る
。

他
の
〈
都
市
仮
面
劇
〉
に
お
い
て
、

長
老
僧
は
ほ
と
ん
ど
必
ず
、

老
長
（
老
丈
）

お
き
な

と
呼
ば
れ
、
〈
翁
〉
あ
る
い
は
〈
三
番
史
〉
の
様
相
を

帯
び
て
、
若
い
一
品
女
と
交
わ
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
僧
は
本
来
閣
氏
の
仕
え
る
「
ム
ラ
の
神
」
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
虎
が
人

サ
ン
シ
ン

を
千
人
食
う
と
僧
に
変
身
す
る
昔
話
は
古
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
韓
国
で
は
、
虎
と
い
え
ば
、
何
よ
り
も
山
神
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
む

以
上
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、



し
ろ
山
神
そ
の
も
の
で
さ
え
あ
る
。

ま
た
、
河
回
の
村
で
、
閣
氏
は
若
い
女
性
の
ソ
ナ
ン
神
と
し
て
神
化
さ
れ
た
が
、

ソ
ナ
ン
神
と
呼
ば
れ
る
神
は

他
の
多
く
の
地
域
で

は
、
そ
う
し
た
人
格
化
は
伴
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
プ
ネ
は
、
神
化
さ
れ
る
以
前
の
若
い
一
必
女
の
様
相
を
多
分
に
残
し
て
い
る
。
ど
の
台
本
で
も
、
。
フ
ネ
は
、
実
社
会
の
権
力
者
で
あ

ヤ

ン

パ

ン

ソ

ン

ピ

る
両
班
、
学
者
の
聞
に
現
わ
れ
て
伎
女
の
お
も
む
き
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
倒
に
お
い
て
は
、
プ
ネ
は
、
閣
氏
に
代
わ
っ
て
僧
の
本

能
を
か
き
立
て
て
い
る
。
倒
本
で
の
プ
ネ
は
、
閣
氏
が
大
体
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
終
始
無
言
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
伎
女
の

性
格
を
持
つ
と
は
い
う
も
の
の
、

そ
れ
は
、
単
女
の
一
つ
の
属
性
の
延
長
と
見
た
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。

現
実
に
、
高
麗
、
朝
鮮
朝
時
代
の
湿
女
に
、

で
、
小
一
品
と
い
う
名
の
登
場
人
物
が
現
わ
れ
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ヤ
ン
ジ
ユ
サ
ン
．
テ
ノ
リ

し
か
も
、
小
屋
は
通
例
二
人
現
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
楊
州
山
台
あ
そ
び
で
は
、

漢
〉
と
い
う
最
も
世
俗
的
な
男
と
交
わ
っ
て
、
子
供
を
生
ん
で
い
る
。

ト
ン
ヨ
ン
オ
ー
ク
ワ
ン
デ

y

ム

都
市
仮
面
劇
の
一
つ
、
統
営
の
五
広
大
に
お
い
て
は
、
小
厄
一
の
ほ
か
に
、
チ
ェ
デ
閣
氏
と
か
チ
ェ
ジ
ャ
閣
氏
と
い
う
名
の
語
源
未
詳
の
女

円
ル
リ
ヤ
ン

性
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
小
一
品
と
閣
氏
の
聞
を
繋
ぐ
よ
う
な
、
し
た
が
っ
て
、
プ
ネ
に
よ
く
似
た
存
在
で
あ
る
。
チ
ェ
デ
閣
氏
は
閑
良
と
い

そ
う
し
た
性
格
が
あ
っ
た
こ
と
は
予
測
さ
れ
る
し
、

ま
た
、
〈
都
市
仮
面
劇
〉
系
の
仮
面
戯

一
人
は
〈
老
長
〉
と
交
わ
り
、
退
場
し
、

一
人
は
〈
酔

-16-

う
両
班
階
級
の
遊
び
人
と
交
わ
り
、
両
班
の
妾
と
な
り
、
子
を
産
ん
で
い
る
。
チ
ェ
デ
閣
氏
の
陣
痛
の
と
き
、
両
班
は
、

不
浄
だ
と
い
っ
て

忌
み
嫌
う
が
、
子
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
、
婆
さ
ん
と
と
も
に
喜
ぶ
。
チ
ェ
デ
閣
氏
は
口
を
き
く
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
占
…
で

は、

ωの
④
破
戒
僧
の
場
に
お
け
る
閣
氏
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
仮
面
戯
に
お
い
て
は
二
人
の
厄
女
が
登
場
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

一
方
は
翁
の
形
を
と
る
神



を
迎
え
、

一
方
は
両
班
や
酔
漢
と
交
わ
り
出
産
に
到
る
。
こ
れ
は
遡
れ
ば
、

ひ
と
り
の
．
hm
女
の
二
面
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
河
回
の
閣
氏
ま

た
は
プ
ネ
は
、
僧
の
破
戒
を
ひ
き
お
こ
し
、
両
班
た
ち
の
い
さ
か
い
を
呼
び
起
こ
す
が
、
そ
れ
は
、

元
々
、
思
女
そ
の
も
の
が
帯
び
て
い
る

聖
俗
の
二
面
性
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

河
田
の
仮
面
戯
は
、
〈
チ
ュ
ジ
〉
の
場
か
ら
本
あ
そ
び
に
は
い
る
と
い
え
る
。
在
野
の
学
者
戸
畑
夏
は
、
チ
ュ
ジ
面
の
異
様
な
相
貌
に
注
目

し
て
、
獅
子
で
は
な
く
、
呪
術
師
を
意
味
す
る
、
と
言
う
。
確
か
に
、
こ
の
面
相
の
異
様
さ
に
は
何
か
呪
的
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か

サ

ジ

ヤ

し
、
チ
ュ
ジ
は
〈
獅
子
〉
、
〈
サ
ジ
〉
の
説
音
で
あ
る
と
い
う
崖
南
善
の
古
い
解
釈
が
、
今
日
で
は
、
多
く
の
学
者
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
佳

南
善
に
よ
れ
ば
、
慶
尚
道
の
慶
州
に
チ
ュ
ジ
舞
い
が
あ
り
、

オ

ー

ク

ワ

ン

デ

ヤ

ユ

l

マ
ダ
ン

五
広
大
、
野
遊
に
も
獅
子
の
場
が
存
在
す
る
。

ま
た
こ
の
付
近
に
チ
ュ
ジ
仮
面
が
保
存
さ
れ
て
も
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、

恐
ろ
し
い
鬼
神
だ
と
か
、
龍
の
体
、
虎
の
頭
の
鬼
神
だ
と
か
、

さ
ら
に
、
維
の
羽
が
た
く
さ
ん
差
し
て
あ
る
烏
と
も
、
蝶
の
姿
の
怪
物
と
も
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こ
れ
ら
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

サ

ジ

ヤ

ハ

l
フ
エ

チ
ュ
ジ
が
獅
子
の
性
格
を
持
つ
こ
と
は
納
得
さ
れ
る
。
た
だ
、
河
聞
の
チ
ュ
ジ
は
、
虎
を
捕
っ
て
食
う

考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
倒
。
）
。

つ
ま
り
、
獅
子
の
要
素
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
元
来
の
も
の
な
の
か
、
獅
子
の
な
れ
の
果
て
な
の
か
は
、
容
易
に
は
決
定

で
き
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
例
制
で
、

チ
ュ
ジ
が
、
婦
人
た
ち
の
投
げ
出
し
た
下
着
を
持
っ
て
い
っ
て
、

ソ
ナ
ン
棒
に
掛
け
て
や
る
と
出

産
を
促
す
、

と
い
う
伝
承
が
あ
り
、

ま
た
倒
に
、

チ
ュ
ジ
は
虎
の
頭
を
し
て
い
る
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
も
は

や
土
着
化
し
た
一
種
の
鬼
神
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

そ
の
象
徴
的
な
意
味
は
、
や
は
り
逐
邪
延
祥
の
呪
願
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
倒
で
は
、
二
匹
の

か

ぶ

ヲ

ワ

ン

デ

チ
ュ
ジ
面
は
被
る
の
で
は
な
く
、
広
大
が
手
に
持
っ
て
、

ま
た
、
採
録
本
を
問
わ
ず
、

チ
ュ
ジ
が
烈
し
く
戦
い
、
性
交
の
真
似
を
も
す
る
。



そ
の
日
を
開
閉
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

仰
の
③
白
丁
の
場
は
、
他
の
諸
本
に
も
す
べ
て
あ
り
、
そ
れ
は
殺
生
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
都
市
仮
面
劇
系
の
仮
面
戯
に

は
類
を
見
な
い
。

ベ

ヲ

チ

ヨ

ン

ブ

エ

チ

ヤ

ス

倒
の
⑦
殺
生
の
場
に
お
い
て
は
、
以
前
に
、
白
丁
の
面
を
〈
フ
ェ
ガ
ン
イ
〉
（
創
子
手
、

つ
ま
り
死
刑
執
行
人
）
と
呼
ん
だ
時
代
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
、
牛
で
は
な
く
、
人
を
殺
す
真
似
を
し
、
落
雷
を
恐
れ
る
表
情
を
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
殺
生
モ
チ
ー
フ
は
、
河
田
の
仮
面
戯
の
原
初
性
を
一
万
す
も
の
と
し
て
、

つ
ま
り
、
神
に
献
ず
る
た
め
に
牛
を
殺
し
た
こ
と

を
暗
示
す
る
と
解
す
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
韓
国
農
山
村
の
古
風
な
ム
ラ
ま
つ
り
に
お
い
て
は
現
在
で
も
牛
を
殺
し
て
ま
つ
り
を
す

る
所
が
あ
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
商
業
都
市
の
市
場
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
仮
面
戯
に
は
、
こ
の
要
素
は
必
要
性
が
な
か
っ
た
。

チ
エ
ダ
ム

こ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
、
白
丁
と
い
う
非
常
に
蔑
ま
れ
た
階
層
の
人
物
が
、
両
班
や
観
客
に
向
か
っ
て
刷
弄
す
る
か
の
よ
う
に
、
才
談
を
す

- 18 -

る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
牛
の
心
臓
と
皐
丸
を
手
に
し
た
白
丁
が
、
土
大
夫
然
と
し
て
気
取
っ
て
い
る
両
班
の
優
柔
不
断
を

愚
弄
す
る
場
面
は
、
他
の
仮
面
戯
に
お
け
る
道
化
マ
ル
ト
ゥ
ク
や
、
河
回
タ
ル
チ
ュ
ム
に
お
け
る
道
化
チ
ョ
レ
ン
イ
を
十
分
に
連
想
さ
せ
る

も
ω婆；Lの
でさミが
のんあ
婆2がる
さミ登 。
ん場
はす
、る

と

河
回
タ
ル
チ
ュ
ム
は
い
よ
い
よ
現
実
的
な
も
の
と
な
る
。

コ
ク
ト
ウ
カ
予
シ

人
形
劇
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
醜
い
年
老
い
た
お
か
み
さ
ん
の
姿
で
あ
る
。

長
い
離
別
の
の
ち
に
、

婆
さ
ん
は
、

偶
然
に
亭
主
に
出
会
い
、
あ
れ
も
整
え
、
こ
れ
も
整
え
な
け
れ
ば
と
気
を
も
ん
で
い
る
の
に
、
亭
主
は
も
は
や
古
女
房
に
何
の
関
心
も
な
い

の
か
、
予
定
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
喧
嘩
を
始
め
、
家
を
出
て
し
ま
う
。

倒
の
⑥
「
日
々
の
暮
ら
し
」
で
は
、
本
来
、
婆
さ
ん
が
、
機
を
織
り
な
が
ら
歌
を
歌
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
不
詳
で
あ
る
と
記
さ



れ
て
い
る
。

ωの
⑦
「
日
々
の
暮
ら
し
」
に
お
い
て
、
李
宰
戸
は
、
河
回
近
辺
に
伝
わ
る
歌
謡
を
採
集
し
、
同
開
に
お
け
る
未
詳
の
部
分
を
復
元
し
よ
う

と
し
た
。
今
そ
の
歌
謡
を
訳
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

春
（
人
名
）

よ

チ
コ
ン
春
よ

オ
ヲ
タ
ン
チ
ユ
ン

玉
堂
春
よ

城
陸
堂
の
神
霊
様
は
短
い
春
の

は
る春
な
の
か

嫁
に
来
て

三
日
目
に

成3か
をか
打る
つこ
そと
の
コ包
臼

は
ま
た
と
あ

る
も
の
か

十
五
歳
のれ
ぞ
宿；；ぅ
運2ら
若
し、

女
カミ

一
生
涯
を
姑
に
に
ら
ま
れ

や
も
め
と
な
る
と

機2
の知
足ら
ヵ：ま
せ
t工我

亭去が
主？足
のよ
足
は

嫁

来
亭去る
主2も
のの
足
誰
か
い
る

え

え
胸
ふ
さ
ぐ
も

た
つ
の
足
よ
八
わ
た
し
た
ち
は
共
に
寝
た
よ
の
意
。
訳
注
V

わ

た

し

の

ひ

と

を

さ

あ

の

ひ

と

亭
主
よ
、
筏
を
織
る
音
は
郎
君
の
声
よ

チ

マ

チ

マ

着
て
い
た
裳
の
桃
色
の
裳
は

わ
た
し
の
足

ふ
た
つ
の
足
は
わ
た
し
の
足
ふ

ふ

た

あ

し

わ

た

し

の

ひ

と

ひ
と
つ
が
い
に
な
っ
た
二
足
よ
亭
主
よ

た
日
に

泣
き
の
涙
に
な
っ
て
し
ま
い

ふ
き
ん
と
な
っ
ち
ま
っ
た
の
に

日
々
の
暮
ら
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日
々
の
暮
ら
し
が

ど
う
で
深あ
紅る
のか
裳二と
は？

h

え
ふ
ん
、

お
お
、

お
た
ず
ね
な
さ
る
な
、
嫁
に
来

し

語
る
も
や
め
よど

う
し
た
こ
と
か

三
代
の
独
女
〈
一
人
娘
が
三
代
続
い
た
の
意
、
訳
注
〉

ヤ

ン

パ

ン

シ

チ

ヨ

ン

あ
の
両
班
の
家
で
下
仕
え
の
暮
ら
し

ひ
と
り
子
の
娘

嫁
に
来
て
か
ら

三
日
目
に

う
ら
若

き
や
も
め
と
は

下
仕
え
の
暮
ら
し
で

長
ら
え
た
い
の
ち
を

か
つ
か
つ

つ
な
い
で
あ
の生
学二き
者ピて
様二は
のい
家て
でも

月
に
コ
一
度
の
食
事
は

ほ
ん
の
少
々

一
日
も
続
く
暑
い
日
の

長
い
長
い
夏
の
日
を

痩
せ
細
り

筏3腹

す
か
し

下
仕
え
の
暮
ら
し

ほ
ん
と
に

ほ
ん
と
に

骨
身
を
削
る

独
守
空
一
局
で

食
べ
で
は
行
け
な
い

を
打
つ
音
よ

ひ
ど
い
こ
の
日
々

語
る
も
や
め
よ

ひ
し
ゃ
く

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
詞
章
は
仰
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
腰
に
柄
杓
を
差
し
た
ハ
ル
ミ
が
、
こ
の
歌
を
唱
え
て
か
ら
観
衆
の
前
に



コ
ツ
リ
ッ
プ

行
っ
て
乞
粒
を
す
る
。

要
す
る
に
、
婆
さ
ん
は
完
全
に
朝
鮮
朝
社
会
の
現
実
の
ム
ラ
の
女
性
の
一
面
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
〈
都
市
仮
面
劇
〉
系
に

登
場
し
て
く
る
老
婆
は
、
必
ず
し
も
日
々
の
暮
ら
し
に
押
し
ひ
し
が
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
い
。

ポ
ン
サ
ン

た
と
え
ば
、
鳳
山
タ
ル
チ
ュ
ム
の
ミ
ア
ル
婆
さ
ん
は
、
亭
主
と
再
会
し
て
露
骨
な
性
戯
の
の
ち
、
よ
わ
い
八

O
で
男
児
を
生
む
が
、
息
子

ト

ン

ヨ

ン

オ

l
h
y
ヮ・ュア

の
死
と
か
妾
を
め
ぐ
っ
て
亭
主
と
派
手
な
言
い
合
い
を
し
た
あ
げ
く
、
殴
ら
れ
て
死
ぬ
（
任
哲
宰
本
）
。
ま
た
、
統
営
の
五
広
大
で
は
、
亭
主

サ
ン
シ
ン

を
探
す
婆
さ
ん
が
腰
も
露
わ
に
尻
を
振
っ
て
踊
り
、
山
神
に
祭
杷
を
あ
げ
、
や
が
て
亭
主
に
め
ぐ
り
会
う
と
、
二
人
は
抱
き
合
っ
て
喜
ぶ
。

マ
ダ
ン

こ
れ
ら
を
通
し
て
見
れ
ば
、
仮
面
戯
に
お
け
る
婆
さ
ん
の
場
は
現
実
の
．
mm
女
そ
の
も
の
の
登
場
人
物
化
へ
の
過
程
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
先
に
紹
介
し
た
約
の
歌
謡
は
、
実
は
ソ
ナ
ン
神
に
仕
え
る
老
原
女
の
身
世
打
鈴
（
身
の
上
が
た
り
）
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で

ム
ー
グ
ン

あ
る
0

．
地
女
と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
の
朝
鮮
朝
に
お
け
る
実
生
活
は
ひ
じ
よ
う
に
苛
酷
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

マ
ダ
ン

次
に
、
「
破
戒
僧
」
の
場
を
考
え
て
み
よ
う
。

チ
ヨ
ン
ガ

倒
で
は
、
新
房
の
場
で
僧
に
よ
る
総
角
の
殺
害
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
感
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
が
、
似
の
第
四
科
場
を
見
る
と
、
僧
と
閣
氏
の
か
け
あ
い
が
採
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
後
の
新
房
の
場
で
の
僧
の
登
場
を
す
で

に
暗
示
し
て
い
る
o

m
l
フ
エ

河
田
タ
ル
チ
ュ
ム
に
登
場
す
る
僧
は
相
当
に
野
卑
な
感
じ
を
与
え
る
。
閣
氏
が
小
便
を
し
た
箇
所
の
土
の
臭
い
を
嘆
ぐ
と
い
う
行
為
だ
け

号
ヲ
チ
ユ
ン

で
な
く
、
実
際
に
狼
雑
な
こ
と
を
言
う
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
〈
都
市
仮
面
劇
〉
に
お
け
る
道
化
僧
〈
墨
僧
〉
を
予
告
す
る
登

場
人
物
で
も
あ
っ
た
。

例
制
に
よ
る
と
、
僧
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
。



ほ
っ
ほ
l
、
も
し
、
閣
氏
よ
、
人
を
そ
う
こ
ば
か
に
し
な
さ
る
な
。

イ

ル

イ

ル

カ

サ

ン

一
つ
と
せ
、
一
伽
山
の
老
い
た
坊
主
が

イ
l

イ
l
カ

サ

ン

二
つ
と
せ
、
二
伽
山
に
行
く
途
中

サ

ム

サ

ム

ノ

三
つ
と
せ
、
三
路
路
上
で

ザ

l

サ

デ

四
っ
と
せ
、
士
大
婦
女
（
お
く
さ
ん
）
に
お
目
に
か
か
り

オ

1

オ
ヂ
ユ
ム

五
っ
と
せ
、
お
し
つ
こ
の
に
お
い
を
嘆
い
で

ユ

ク

ユ

ク

チ

ヨ

ン

六
つ
と
せ
、
や
り
た
い
き
も
ち
が
こ
み
上
げ
て

チ

ル

チ

ル

ポ

七
つ
と
せ
、
七
宝
の
飾
り
は
し
て
な
く
と
も

パ
ル
チ
ヤ

八
つ
と
せ
、
え
ん
が
あ
ろ
う
が

ク

わ

け

へ

だ

て

九
つ
と
せ
、
区
別
す
る
こ
と

シ

プ

シ

十
と
せ
、
お
ま
ん
こ

な
か
ろ
う
が
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し
な
さ
ら
ず

ひ
と
つ

く
だ
さ
い
な

こ
れ
に
対
す
る
閣
氏
か
ら
の
断
り
の
せ
り
ふ
も
、

し
ん
ら
つ

な
か
な
か
辛
疎
で
あ
る
。
こ
れ
も
数
え
歌
の
形
で
歌
い
な
が
ら
、

「
八
道
江
山
歩
き
な
が

ら
、
や
っ
と
覚
え
た
こ
と
が
お
ま
ん
こ
く
れ
だ
と
は
と
ん
で
も
な
い
。
お
ま
え
の
お
っ
か
さ
ん
に
く
れ
と
言
え
」
な
ど
と
応
酬
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
倒
に
お
け
る
よ
う
に
僧
と
プ
ネ
の
聞
に
行
な
わ
れ
る
や
り
と
り
と
見
た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

、
I
フ

エ

マ

ダ

ン

と
こ
ろ
で
、
河
回
の
僧
の
場
は
、
外
見
の
狼
雑
さ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
や
は
り
、
そ
の
根
抵
に
は
、
神
と
A

血
女
の
聖
婚
と
い
う
面
を
持
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。



越
東
一
は
前
引
の
論
文
の
中
で
、

そ
れ
を
「
豊
能
招
来
の
た
め
の
類
感
呪
術
的
な
行
為
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
慶
尚
北
道
の
奉

化
、
英
陽
、
安
東
郡
一
帯
で
、
男
ソ
ナ
ン
と
女
ソ
ナ
ン
の
模
擬
的
な
性
行
為
を
伴
う
ソ
ナ
ン
ク
ッ
が
あ
る
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
。

私
は
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、

日
本
の
近
江
、
伊
勢
地
方
の
山
の
神
の
儀
礼
の
中
に
、

マ
タ
ギ
人
形
を
合
体
さ
せ
る
習
俗
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
確
か
に
豊
能
招
来
の
儀
礼
と
い
え
る
。

ソ
ナ
ン
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
山
の
神
の
様
相
を
た
ぶ
ん
に
帯
び
て
い
る
。

た
だ
日
本
の
場
合
に
は
、

「
山
の
神
」
の
儀
礼
中
に
、
必
ず
し
も
豊
鏡
招
来
で
は
な
い
性
的
な
行
為
も
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
河
回
洞

を
含
ん
だ
地
域
に
行
な
わ
れ
る
と
い
う
交
接
の
儀
礼
の
背
景
に
も
何
か
も
う
少
し
古
い
山
の
神
（
ソ
ナ
ン
）

の
信
仰
の
痕
跡
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

と
は
い
え
、

ム
ラ
の
神
が
僧
の
形
を
と
っ
て
、
必
女
で
あ
る
閣
氏
と
交
わ
る
ま
で
に
は
、
相
当
な
飛
躍
が
必
要
で
あ
る
。
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側
で
は
、
僧
も
閣
氏
も
無
言
で
あ
り
、
新
房
の
場
は
、
暗
中
の
秘
儀
で
あ
っ
た
と
い
う
。

例
制
で
は
、
そ
れ
が
完
全
に
現
実
の
空
間
に
引
き
ず
り
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
「
出
産
」
は
暗
示
さ
れ
な
い
。
せ
い
ぜ
い
、

僧
が
閣
氏
と
「
抱
き
あ
っ
て
、
性
欲
の
あ
ま
り
に
身
も
だ
え
し
な
が
ら
、
煩
悶
の
踊
り
を
す
る
」
ぐ
ら
い
な
の
で
あ
る
。

僧
と
閣
氏
、
あ
る
い
は
プ
ネ
と
の
聞
に
、

ひ
と
つ
の
緊
張
感
が
形
作
ら
れ
、

や
が
て
秘
儀
1
1
4
結
婚
を
通
し
て
、

そ
の
緊
張
が
解
か
れ
て

い
く
と
き
に
、

チ
ョ
レ
ン
イ
と
い
う
狂
言
ま
わ
し
が
登
場
す
る
。

た
て
を
つ
く
こ
と
を
知
っ
た
た
い
こ
持
ち
で
あ
る
。
僧
の
だ
ら
し
の
な
い
姿
を
目
撃
し
、
両

ヤ
ン
パ
ン

班
や
学
者
た
ち
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
。
す
る
と
、
両
班
た
ち
は
世
の
末
を
嘆
く
。
嘆
き
な
が
ら
、
も
う
そ
の
場
で
、
か
れ
ら
は
、
プ
ネ
を

チ
ョ
レ
ン
イ
は
両
班
の
従
者
、

と
は
い
え
、

呼
び
よ
せ
て
、

「
僧
と
閣
氏
」
の
場
と
全
く
同
じ
轍
を
踏
み
は
じ
め
て
い
る
。



ヤ

ン

バ

ン

ソ

ン

ピ

つ
ま
り
、
〈
両
班
、
学
者
〉
科
場
は
、
〈
破
戒
僧
〉
科
場
の
も
ど
き
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

両
班
は
プ
ネ
に
、
こ
ん
な
謎
句
を
投
げ
か
け
る
。

ほ
っ
ほ
l
、
あ
そ
こ
の
せ
い
で
い
つ
も
悶
着
が
絶
え
な
い
か
ら
、
保
護
し
て
や
ろ
う
と
や
っ
て
き
た
の
だ
。
樹
木
は
欝
蒼
と
し
て
、
赤
紫
色

の
花
は
む
っ
く
り
と
起
き
、

は
い
っ
て
行
け
ば
、
白
い
血
を
吐
い
て
a

先
ん
じ
ま
う
か
ら
、
保
護
し
て
や
ろ
う
と
や
っ
て
き
た
の
だ
。

ω。

同
開
も
同
様
の
詞
章
を
伝
え
る
）
。

こ
こ
に
は
、
制
で
の
僧
の
数
え
歌
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

都
市
仮
面
劇
系
の
仮
面
戯
で
は
、
〈
破
戒
僧
〉
か
ら
〈
両
班
、
学
者
〉
の
場
面
に
か
け
て
、
非
常
に
せ
り
ふ
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、

主
と
し
て
、

た
で
つ
く
こ
と
を
知
っ
た
道
化
の
せ
り
ふ
に
由
る
。
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ポ
ン
サ
ン

徹
底
的
に
権
力
者
を
愚
弄
し
つ
つ
、
手
を
変
え
て
長
々
と
狼
雑
な
こ
と
ば
が
続
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
鳳
山
タ
ル
チ
ュ
ム
の
マ
ル
ト
ゥ

ク
は
、
両
班
に
ど
な
ら
れ
な
が
ら
も
、
こ
ん
な
口
答
え
を
す
る
。

セ

ン

ウ

ォ

ン

ぽ

っ

ち

ゃ

ん

：
・
ソ
ウ
ル
の
本
宅
を
た
ず
ね
て
行
く
と
、
生
員
（
官
職
の
な
い
学
者
、
野
村
、
任
）
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
ず
、
宗
家
の
道
令
様
も
い
ら
っ
し
ゃ

ポ
ン
ゴ
ジ

ら
ず
、
老
奥
様
が
お
ひ
と
り
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
に
よ
っ
て
、
毛
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
、

こ
の
棒
切
れ
（
ム
チ
）

を
手
に
し
た
ま
ま
、
脚

鮮
を
巻
き
つ
け
た
ま
ま
で
両
膝
を
つ
い
て
、
や
り
に
や
っ
て
い
い
思
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
李
社
鉱
本
、
野
村
訳
）



日
常
の
中
で
は
あ
り
え
な
い
こ
の
種
の
抵
抗
愚
弄
は
、
屋
歌
の
伴
奏
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
神
降
ろ
し
、
神
と
一
品
女
の
結

ハ
l
ダ
ン

婚
の
あ
と
の
場
で
あ
り
、
〈
本
祭
杷
〉
〈
上
堂
ク
ッ
〉
な
ど
に
対
し
、
よ
く
〈
下
堂
ク
ッ
〉
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
。
ム
ラ
の
あ
ら
ゆ

ヤ
ン
ジ
ユ
サ
ン
J

ア

セ

ン

ニ

ム

た
と
え
ば
、
楊
州
山
台
ノ
リ
で
は
、
村
の
学
者
が
妾
で
あ
る
娘
瓜
一
女
の
御
機
嫌
を
伺
い
な
が
ら
、

る
人
々
の
参
加
を
許
す
場
で
あ
り
、

き
の
う
の
晩
、

ふ
た
り
の
ふ
と
ん
の
中
で
、

お
ま
え
は
手
を
わ
し
の
へ
そ
か
ら
下
へ
、

さ
っ
と
、
す
べ
ら
せ
ま
さ
ぐ
り
な
が
ら
、
あ
の
袋
を

ぎ
ゅ
っ
と
握
っ
て
は
放
し
、
握
っ
て
は
放
し
て
、

し
ま
し
ょ
う
、

し
ま
し
ょ
う
と
言
っ
た
の
に
、

わ
し
が
あ
ん
ま
り
甲
斐
性
が
な
く
や
れ
そ

う
も
な
い
か
ら
、

し
て
あ
げ
な
か
っ
た
の
で
、

お
ま
え
は
愛
想
を
つ
か
し
た
ん
だ
ろ
う
？

（
李
杜
鉱
本
、
野
村
訳
）

っ
込
ん
で
し
ま
う
。
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な
ど
と
言
っ
て
い
る
と
、
捕
盗
部
将
（
朝
鮮
朝
の
下
っ
端
警
官
）
が
出
て
き
て
、
学
者
を
殴
り
蹴
る
。
学
者
は
娘
を
と
ら
れ
て
し
ぶ
し
ぶ
引

見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

学
者
や
両
班
た
ち
の
こ
け
お
ど
か
し
の
権
威
を
内
面
的
に
も
肉
体
的
に
も
瑚
弄
す
る
こ
の
種
の
せ
り
ふ
は
、
河
回
に
お
い
て
も
い
く
ら
か

ベ

ク

チ

ヨ

ン

き

ん

た

ま

っ

く

ろ

白
丁
は
、
精
力
に
効
く
牛
の
宰
丸
を
買
う
よ
う
に
と
勧
め
る
が
、
体
装
を
取
り
繕
っ
て
買
わ
な

両
班
た
ち
は
、

い
。
白
丁
は
、

「
あ
い
つ
ら
の
三
文
の
値
う
ち
も
な
い
体
面
、
威
厳
の
お
か
げ
で
、

お
い
ら
の
商
売
あ
が
っ
た
り
さ
」
と
捨
て
ぜ
り
ふ
を
吐

い
て
退
場
す
る
約
。
す
る
と
、

こ
の
の
ち
、

精
力
に
良
い
と
い
う
こ
と
ば
に
抗
し
き
れ
ず
、

両
班
と
学
者
は
争
い
を
は
じ
め
る
。

こ
こ
に

は
、
女
色
に
対
し
て
「
き
た
な
い
」
権
力
者
の
面
白
が
躍
如
と
し
て
い
る
。

両
班
、
学
者
た
ち
へ
の
軽
快
な
調
刺
を
込
め
た
あ
そ
び
が
終
わ
れ
ば
、

ム
ラ
ま
つ
り
は
終
局
を
迎
え
る
。



。
で
は
、
以
上
が
〈
別
神
ノ
リ
〉
で
あ
る
と
い
い
、
こ
の
の
ち
の
堂
祭
、
婚
礼
、
新
房
、
道
の
グ
ッ
に
は
、
観
客
の
参
加
は
あ
ま
り
な
い

と
記
さ
れ
て
い
る
。
刷
抑
制
で
は
、
婚
礼
、
新
房
と
い
う
「
秘
儀
」
の
の
ち
に
、
道
の
ク
ッ
、
堂
祭
が
行
な
わ
れ
る
。

ア

ナ

ド

ン

サ

ン

シ

ン

チ

エ

ど
の
順
序
が
本
来
の
も
の
か
、
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
私
の
見
た
慶
北
安
和
洞
の
山
神
祭
で
は
、
深
夜
〈
本
祭
杷
〉
を
し
た
あ

と
に
、
農
楽
隊
が
出
て
、
道
の
ク
ッ
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
婚
礼
、
新
房
の
秘
儀
は
堂
祭
と
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
、
そ

の
の
ち
に
道
の
ク
ッ
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
自
然
で
あ
り
、
。
が
良
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
台
本
似
の
伝
承
者
に
よ
れ
ば
、

や

も

め

こ
の
場
面
は
、
十
五
歳
の
寡
婦
で
あ
る
ソ
ナ
ン
神
を
慰
労
す
る
た
め
に
、
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。

堂
祭
で
は
、

ωは
こ
れ
を
「
本
然
の
仮
面
戯
」
と
呼
ん
だ
。

一
年
間
の
ム
ラ
の
無
事
息
災
を
祈
っ
て
い
る
。
こ
の
の
ち
、
広
大
た
ち
が
国
師
魚
、
一
二
神
堂
に
立
ち
寄
り
、
花
飾
り
を
つ
け
た
帽
子
を

神
送
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

。
で
は
、

ソ
ナ
ン
棒
を
奉
納
し

て、

に
よ
る
と
、
ソ
ナ
ン
堂
に
は
、
山
主
と
有
司
、

コ
ソ
リ

y
プ

の
周
囲
を
巡
り
な
が
ら
乞
粒
を
す
る
。
こ
の
の
ち
、
下
山
し
て
、
新
郎
役
の
青
広
大
に
閣
氏
の
面
を
渡
す
と
、
連
中
は
家
に
戻
る
。
引
き
続

。
の
「
堂
祭
」

不
浄
の
な
い
者
が
上
り
、
焼
紙
を
行
な
う
が
、

」
の
間
広
大
た
ち
は
御
常
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神
堂
に
納
め
る
と
、
す
べ
て
が
終
わ
る
似
。

い
て
、
暗
が
り
の
中
で
は
「
婚
礼
」
が
行
な
わ
れ
る
。

道
の
ク
ッ
で
終
わ
る
台
本
倒
に
従
え
ば
、
神
送
り
と
同
時
に
厄
除
け
の
儀
礼
で
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。

ア

ナ

ド

ン

ソ

ン

ジ

ユ

プ

リ

例
制
に
記
さ
れ
た
厄
女
の
次
の
呪
文
は
、
私
が
慶
北
安
和
洞
で
き
い
た
農
楽
隊
の
〈
成
造
政
い
〉
の
呪
詞
と
良
く
似
て
い
る
。
思
う
に
、
こ

れ
は
こ
の
地
方
に
お
け
る
共
通
の
呪
詞
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
前
略
）

正
月

二
月
に

は
い
る
厄
は

三
月
三
辰
（
三
月
ゴ
一
日
、
野
村
注
）
に

さ
え
ふ
さ
、
ぎ

四
・
五
月
に

は
い
る
厄
は

月



流
頭
（
十
五
日
、
野
村
注
）
に

は
い
る
厄
は

九
月
九
日
に

は
い
る
厄
は

さ
え
ふ
さ
ぎ
、

七
月
八
月
に

さ
え
ふ
さ
ぎ
、
十
月
冬
至
に

つ
づ
み

チ
ョ
レ
ン
イ
の
鼓
で
、
さ
え
ふ
さ
ぎ
な
さ
い

臨
月
（
十
二
月
、
野
村
注
）
戊
の
日
に
さ
え
ふ
さ
ぎ
、
月
ご
と
日
ご
と
に

一
般
に
、
簡
素
な
形
態
の
ム
ラ
ま
つ
り
で
は
、
正
月
十
五
日
に
告
加
と
農
楽
だ
け
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
こ
に
、
臨
時
の
ま
つ
り
と
し
て
、

ホ

y
チ
ヨ
ン
コ
リ
ヲ

y

仮
面
戯
が
は
い
っ
て
き
た
も
の
と
私
は
考
え
る
が
、
こ
の
経
路
を
考
え
る
と
き
、
仮
面
戯
は
神
降
ろ
し
の
場
よ
り
も
、
〈
道
の
あ
そ
び
〉
の

は
い
る
厄
は

方
に
、

そ
こ
に
は
、

古
代
の
「
傑
礼
」
と
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ

よ
り
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
、

る。
以
上
で
、

「
場
の
考
察
」
の
序
論
を
終
わ
る
。

(C) 
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